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図5:部分差間の有効張力
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図6:単純化された1次元 ば`ねビーズモデル'
結び
障害物のある3次元空間を運動する高分子鎖に対して､力学的に素性がはっきりしている､前
述の力1-4を考慮してランジェバン方程式を解き､結果を空間的に粗視化し､また､多数の運動
について平均化してみることにより､形態エントロピー起因の ｢ゴム弾性｣描像が 1本の高分子
鎖にも成り立つことを示した｡従来､形態エントロピー起因の(非線形)弾性力とランダムカを基
本とする模型がよく調べられてきたが､この場合のエントロピーカとランダムカとの関係は十分
注意する必要があると思える｡ さらに､前節で述べたように､先頭部分鎖が常にほぼ等速で進む
ことについても､鎖の先頭部分と障害物にトラップされる部分の形態的な特徴が重要であり､こ
の考察に従えば､鎖に伸び縮み運動が現われる場合においても､先頭部の速度(-全体の平均泳動
速度)は､先頭部周辺だけで局所的に決まることになり､定常電場ゲル電気泳動では〟 の異なる
高分子鎖が分別できないことを説明する｡ 実際､〟 -80,160,240,320の高分子鎖に対する我々
のBDシミュレーションにおいて〟 によらない移動度が検証されている｡
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